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平成21年11月 平成22年 1 月
課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 7 1 8 4 2 6
博士（教育学） － 1 1 1 － 1
博士（法学） － － － － － －
博士（経済学） － 3 3 1 1 2
博士（理学） 5 － 5 1 － 1
博士（医学） 5 1 6 9 5 14
博士（医科学） 2 － 2 1 － 1
博士（社会健康医学） 1 － 1 2 － 2
博士（薬学） － － － － 2 2
博士（工学） 7 － 7 7 2 9
博士（農学） － 4 4 2 2 4
博士（人間・環境学） 1 1 2 2 1 3
博士（エネルギー科学） 1 － 1 － 2 2
博士（地域研究） － － － － － －
博士（情報学） 3 － 3 3 － 3
博士（生命科学） 1 － 1 － － －
博士（地球環境学） － － － － － －











学       　　　　部 募集人員 志願者数 倍　　率
（参考） 前 年 度 最 終
募集人員 志願者数 倍  率
総合人間学部
前 期 120人 579人 4.8 120人 537人 4.5
文 系 65 340 5.2 65 330 5.1
理 系 55 239 4.3 55 207 3.8
文 学 部 前 期 220 738 3.4 220 561 2.6
教 育 学 部
前 期 60 232 3.9 60 225 3.8
文 系 50 191 3.8 50 189 3.8
理 系 10 41 4.1 10 36 3.6
法 学 部 前 期 320 876 2.7 320 812 2.5
経 済 学 部
前 期 230 802 3.5 230 805 3.5
一 般 180 575 3.2 180 583 3.2
論 文 25 117 4.7 25 112 4.5
理 系 25 110 4.4 25 110 4.4
理 学 部 前 期 311 892 2.9 311 1003 3.2
医 学 部 前 期 250 605 2.4 248 590 2.4
医 学 科 前 期 107 303 2.8 105 306 2.9
人間健康科学科 前 期 143 302 2.1 143 284 2.0
看 護 学 専 攻 前 期 70 143 2.0 70 115 1.6
検査技術科学専攻 前 期 37 81 2.2 37 85 2.3
理学療法学専攻 前 期 18 37 2.1 18 34 1.9
作業療法学専攻 前 期 18 41 2.3 18 50 2.8
薬 学 部 前 期 80 213 2.7 80 244 3.1
薬 科 学 科 前 期 50 124 2.5 50 122 2.4
薬 学 科 前 期 30 89 3.0 30 122 4.1
工 学 部 前 期 955 2507 2.6 955 2388 2.5
地 球 工 学 科 前 期 185 485 2.6 185 393 2.1
建 築 学 科 前 期 80 229 2.9 80 253 3.2
物 理 工 学 科 前 期 235 572 2.4 235 592 2.5
電気電子工学科 前 期 130 381 2.9 130 281 2.2
情 報 学 科 前 期 90 221 2.5 90 224 2.5
工 業 化 学 科 前 期 235 619 2.6 235 645 2.7
農 学 部 前 期 300 876 2.9 300 826 2.8





部　　　局 氏　　　名 講　座　等 研　　究　　分　　野　　等
文 学 研 究 科 御 牧 克 己 文献文化学専攻東洋古典学講座
インド・チベット仏教学並びにチベット・ボン教思想
研究
〃 中 務 哲 郎 文献文化学専攻西洋古典学講座
ヘロドトス，喜劇を中心とするギリシア文学研究
古代説話研究




〃 濱 田 正 美 歴史文化学専攻東洋史学講座 中央アジアの宗教と文化に関する文献歴史学的研究
〃 苧 阪 直 行 行動文化学専攻心理学講座
意識とワーキングメモリの実験心理学的及び認知脳科
学的研究




〃 森 棟 公 夫 経済学専攻統計・情報分析講座
計量経済学，特に，同時方程式，時系列分析に関する
理論的な研究
理 学 研 究 科 今 井 憲 一 物理学・宇宙物理学専攻核物理学講座 原子核及びハドロン物理学の研究
〃 北 村 雅 夫 地球惑星科学専攻地球物質科学講座 造岩鉱物の構造と組織形成に関する研究
〃 花 田 禎 一 化学専攻無機化学講座
無機非晶質固体材料の合成および構造・特性評価に関
する研究
医 学 研 究 科 鍋 島 陽 一 医学専攻腫瘍生物学講座 動物個体の形成と機能維持の分子機構に関する研究
〃 真 鍋 俊 明 医学専攻基礎病態学講座
肺に関する凍結割断による微細構造の研究と病理組織
診断に関するアルゴリズムの研究
〃 松 森　　 昭 医学専攻内科学講座
心筋症，心筋炎および心不全に関する基礎的ならびに
臨床的研究
医学部附属病院 乾　　 賢 一 薬剤部 医療薬剤学，薬物動態学に関する研究
〃 中 嶋 安 彬 病理診断部 人体病理学及び病理診断学に関する研究，特に骨・軟部腫瘍，中枢神経腫瘍の臨床病理学的研究
薬 学 研 究 科 半 田 哲 郎 創薬科学専攻薬品製剤設計学講座
リポタンパク質の構造と機能に関わる生体界面化学的
研究
工 学 研 究 科 青 木 謙 治 都市環境工学専攻地殻環境工学講座
岩盤工学とくに，エネルギー地下貯蔵システムに関す
る研究
〃 森 澤 眞 輔 都市環境工学専攻環境デザイン工学講座
環境微量汚染物質による健康リスクの管理および環境
システムのデザインに関する工学的研究
〃 髙 橋 康 夫 建築学専攻建築史学講座 日本都市・建築史の研究
〃 木 田 重 雄 機械理工学専攻流体理工学講座
流体物理学 （乱流力学，乱流混合，層流乱流遷移，流
れの安定性，渦力学，MHDダイナモ，等） の研究
〃 市 川　　 朗 航空宇宙工学専攻航空宇宙システム工学講座 宇宙機の相対軌道および姿勢運動の制御に関する研究
〃 大 澤 靖 治 電気工学専攻電気システム論講座 電力システムの解析と制御に関する研究








〃 川 﨑 昌 分子工学専攻応用反応化学講座
化学反応動力学の基礎と，その応用としての分光計測
法開発と大気環境化学に関する研究
〃 森 谷 公 一 原子核工学専攻核エネルギー工学講座
１．核融合炉ブランケット材料の照射欠陥に関する研究
２．アクチニド元素の高温化学
農 学 研 究 科 谷 坂 隆 俊 農学専攻作物科学講座
主要作物における有用遺伝子の探索と機能解析および
転移因子によるゲノム多様化機構の解明に関する研究








部　　　局 氏　　　名 講　座　等 研　　究　　分　　野　　等
人間・環境学 
研 究 科 福 岡 和 子
共生人間学専攻
思想文化論講座 19世紀アメリカ小説，および批評理論についての研究
〃 西 井 正 弘 共生文明学専攻現代文明論講座
人権条約・環境条約の遵守制度及び国際テロを含む安
全保障に関する国際法的研究
〃 三 𠩤 弟 平 共生文明学専攻比較文明論講座
フランツ・カフカとヴァルター・ベンヤミンに関する
研究
〃 堀　　 智 孝 相関環境学専攻自然環境動態論講座 リン酸に関する分析化学・構造化学・地球化学研究
アジア・アフリカ 





〃 市 川 光 雄 アフリカ地域研究専攻地域動態論講座
熱帯アフリカにおける自然と人の相互関係とその動態
に関する研究
情報学研究科 宗 像 豊 哲 数理工学専攻数理物理学講座 物理統計学の基礎と応用に関する研究
〃 片 井　　 修 システム科学専攻人間機械共生系講座
自然システムと人工システムの共生の実現と互いの存在
を深めるケアリング・コミュニケーションに関する研究
〃 熊 本 博 光 システム科学専攻人間機械共生系講座
安全系を必要とするようなハイリスクシステムにおける
人間と機械の相互作用の設計と分析と評価に関する研究
生命科学研究科 山 本 憲 二  統合生命科学専攻 応用生物機構学講座
微生物における糖および糖鎖の代謝系に関する基礎研
究とその応用研究
経営管理研究部 大 本 俊 彦 経営管理講座 国内外の商業紛争の解決手法の比較検討，商業紛争予防の手法研究，その他契約・紛争解決に関する研究
化 学 研 究 所 磯 田 正 二 附属先端ビームナノ科学センター 有機集積構造及び構造形成過程の顕微鏡学的研究
〃 平 井 諒 子 環境物質化学研究系 天然高分子の構造および構造制御に関する研究
人文科学研究所 田 中　　 淡 文化表象研究部門 中国建築史 , 造園史 , 生活科学技術史に関する研究
生存圏研究所 今 村 祐 嗣 生存圏開発創成研究系 木材の劣化現象の解析と木質材料・住宅の高耐久化と長寿命化技術の開発に関する研究
〃 橋 本 弘 藏 生存圏開発創成研究系 磁気圏プラズマ波動および宇宙太陽発電所に関する研究
防 災 研 究 所 川 崎 一 朗 附属地震予知研究センター 測地－地震周期帯の地球ダイナミクスの研究
〃 関 口 秀 雄 附属流域災害研究センター 漂砂流砂系における堆積物動態と地形変化災害に関する研究
〃 諏 訪　　 浩 地盤災害研究部門 山地災害と，地すべり・斜面崩壊・土石流に関する研究
〃 柳 谷　　 俊 附属地震予知研究センター 地震に関連する地殻・岩盤の物性に関する研究
〃 大 谷 文 夫 附属地震予知研究センター 地殻変動観測による主として西南日本の地殻活動と地震予知に関する研究
ウイルス研究所 淀 井 淳 司 生体応答学研究部門 成人T細胞白血病・免疫アレルギー疾患の発症機構・レドックスシグナル制御に関する研究
経 済 研 究 所 西 村 和 雄 附属複雑系経済研究センター
非線形動学を用い，経済における複雑現象や，経済主
体の行動をも学際的に分析する複雑系経済学の研究
数理解析研究所 柏 原 正 樹 基礎数理研究部門 代数解析学に関する研究
〃 髙　橋　陽一郎 無限解析研究部門 確率解析および力学系，とくに統計力学に関連する諸問題の研究
原子炉実験所 代 谷 誠 治 原子力基礎工学研究部門 原子炉物理学に関する研究，特に臨界集合体を用いた原子炉核特性の測定及び解析を中心とする実験的研究
〃 山 本 修 二 原子力基礎工学研究部門 中性子断面積の測定精度向上を目指した測定技術の開発とその応用に関する研究
霊長類研究所 景 山　　 節 附属人類進化モデル研究センター 霊長類の健康統御に関する生化学・分子生物学研究
〃 松 林 清 明 附属人類進化モデル研究センター 霊長類の生殖に関する生物学的研究
〃 中 村　　 伸 分子生理研究部門 サルモデルでのバイオメディカルゲノミクス
生 態 学 研 究 
セ ン タ ー 藤 田　　 昇 生態学研究部門 植物と動物の相互作用に関する生態学的研究
地域研究統合情報 
セ ン タ ー 田 中 耕 司 地域相関研究部門 熱帯農学，熱帯環境利用・生物資源利用の研究
国 際 交 流 
セ ン タ ー 大 東 祥 孝
１）臨床精神医学
２）臨床神経心理学（神経精神医学関連領域の症候論的・理論的研究）
産 官 学 連 携 















８．iPS 細胞研究所（仮称）  教員５人分の人件費相当額
９．特別経費
　特別経費として新規20件，継続16件のプロジェクトおよび新規（更新を含む）２件の設備が採択された。
部 　局　 名 事　 項（事 　業）名 新規・継続・更新
【プロジェクト分】
　①国際的に卓越した教育研究拠点機能の充実
薬学研究科 革新的ナノバイオ創薬研究の推進　 －国立－私立大学間　薬－工連携プロジェクト－ 継続








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ディネーターのMohd Jamil Maah 副学長補佐，プロ
グラムリーダーのNik Meriam Nik Sulaiman 教授，







られた。また，Mohd Jamil Maah 副学長補佐からは，
これまでの協力に対する感謝の意とクアラルンプー
ル来訪に対する歓迎の意が述べられた。会議では，
今年度の交流状況についての報告および今後の計画
について，活発な議論が交わされた。
マラヤ大学と工学研究科は，25年以上に及ぶ交流
の実績があり，両者は今後もこれまでの関係を維持・
強化していくことで一致した。
（大学院工学研究科）
JSPS－VCCコーディネーター会議を開催
1月25日，姜泰晋（カン・テジン）工学部長を代表
とするソウル大学校の代表団（学部長 5名，教授 2
名）が桂キャンパスを訪問された。
まず一行は，Bクラスターにて，大嶌幸一郎工学研
究科長，小森　悟副研究科長，椹木哲夫教授，長　昌史
講師，金善玟講師に迎えられ，桂キャンパスの来歴
や工学研究科の概要について説明を受けられた。そ
の後，インテックセンターへ移動し，小森副研究科
長から水槽実験装置についての説明を受け，デモ実
験を見学された。
Cクラスターでは，杉浦邦征教授からグローバル
30プログラムの説明，松島格也准教授等から経営管
理大学院と工学研究科の関わりおよび教育制度の説
明，また，鄭蝦榮研究員からは GCOE－HSE プロ
グラムの説明を受け，活発な意見交換が行われた。
Aクラスターでは，野田　進教授によるGCOE－
PESECプログラムの説明を受けた後，野田研究室，
川上研究室および江口研究室を次々と見学された。
最後に，船井哲良記念講堂内のノーベル賞および
フィールズ賞受賞者の展示コーナーを視察され，若き
日の研究ノートを興味深くご覧になった。
およそ 3時間半に及ぶ訪問の間，一行は精力的に
スケジュールをこなし，帰路につかれた。
（大学院工学研究科）
ソウル大学校代表団が桂キャンパスを訪問
会議の様子
会議出席者集合写真
v v
ソウル大学校代表団との集合写真
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このたび，岩
いわ
垣
がき
雄
ゆう
一
いち
名誉教授，寺
てら
田
だ
　孚
まこと
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。
以下に両名誉教授の略歴，業績等を紹介します。
訃報
岩垣　雄一　名誉教授
岩垣雄一先生は，平成21年
12月26日逝去された。享年86。
先生は，昭和21年９月京都
帝国大学工学部応用物理学科
を卒業され，同23年４月同大
学大学院を退学，同年９月京
都大学工学部土木工学教室雇を命ぜられ，その後工
学部助手，講師，助教授に昇任し，同31年６月同大
学防災研究所に配置換，さらに米国コロラド州立大
学に留学の後，同35年４月防災研究所教授に昇任，
水文学部門さらに海岸災害部門を担当された。昭和
43年８月工学部に配置換となり，土木工学科海岸工
学講座を担任，同62年３月停年退官し，京都大学名
誉教授の称号を授与された。退官後は名城大学理工
学部教授に就任し，平成３年より理工学部長，同６
年より総合研究所長を務めた後，同８年３月定年退
職し，同大学名誉教授の称号を授与された。
この間，水理学および海岸工学の分野で多岐にわ
たる研究活動を行い，流体力学的手法による水理学
の近代化と，創成期の海岸工学の進歩発展に多大な
貢献をされた。学外にあっては土木学会海岸工学委
員長を務めるとともに，通商産業省，建設省，運輸
省，本州四国連絡橋公団，各地方自治体等の多数の
技術専門委員会の委員長を歴任された。
平成元年には運輸大臣より交通文化賞を受賞，同
２年内閣総理大臣より国際防災の10年記念功労者表
彰を受けられ，同13年には勲三等旭日中綬章を受章
された。
（大学院工学研究科）
寺田　　孚　名誉教授
寺田　孚先生は， 1月 3日
逝去された。享年81。
先生は，昭和27年 3 月京都
大学工学部鉱山学科を卒業後，
京都大学大学院研究奨学生を
経て，同28年 7 月京都大学工
学部助手に採用された。昭和42年 5 月に講師，同43
年6月に助教授，同57年 4 月に教授に昇任され，工
学部資源工学科開発工学講座を担任された。平成 4
年 3月に停年により京都大学を退官され，名誉教授
の称号を授与された。本学退官後直ちに名城大学学
部新設準備室教授に着任され，平成 7年 4月同大学
都市情報学部設立と同時に同学部教授，初代学部長
に就任された。平成13年 3 月定年により同大学を退
職され，名誉教授の称号を授与された。
先生は，資源開発や地下開発に係わる岩盤力学に
関する基礎とその応用技術の開発，鉱山から排出さ
れる坑水制御に関して多くの業績をあげられ，日本
鉱業会と日本材料学会より論文賞を授与された。ま
た，日本学術会議力学研究連絡委員会，文部省国際
局学術審議会，通商産業省立地公害局中央鉱山保安
協議会等の委員を務められ，学術行政および資源行
政にも尽力された。
　　　　　　（大学院工学研究科）
v v
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本拠点は，理学研究科の生物科学専攻の 3教室
（動物学教室・植物学教室・生物物理学教室）と生
態学研究センター・霊長類研究所・野生動物研究
センターとの 4拠点の連携からなる平成19年度ス
タートのプログラムである。多岐の研究分野にわた
る生物学者を一堂に集めて，生物の多様性・進化
研究を推進する，京大ならではのプロジェクトチー
ムが形成されている。ここでは，プログラムの趣旨
と3年間の進捗状況について簡単に紹介したい。
私が京都大学に入った1970年代は，博物学的色
彩の強かった生物学が新たなサイエンスとしての
地位を固めている時代だった。そして，分子生物
学の台頭によって，生物学は確固たる実験科学と
しての地位を築くことになる。その過程において，
実験科学として成立した生物学を過去の博物学的
色彩の強い生物学に戻さないように，意図的ある
いは無意識的に階層横断的な教育を禁じてきたの
が実情である。
私の専門分野である発生学を例にみてみよう。
発生学は，ダーウィン以降に起きた生物の系統関
係を明らかにするために生まれた学問分野である。
すなわち，成体の形態ではなく，発生初期胚の形
態にもとづいて動物の系統関係を調べる－ことか
ら発生学は始まった（比較形態発生学と呼ばれる）。
ヘッケルの『個体発生は系統発生を繰り返す』を代
表例として次々と魅惑的な仮説が提唱された。し
かし，どれも実験的に証明することは不可能であ
り，仮説以上に進展することはなかった。この博
物学的生物学から脱却するために20世紀初頭に始
まったのが，胚を 2つに分けたり，胚の移植実験
を行って発生のメカニズムをめざす実験発生学で
ある。実験発生学者は比較形態発生学と意図的な
決別をし，分子生物学や遺伝学との融合により，
発生を遺伝子プログラムとして理解できる時代や，
そのプログラムをリセットする iPS の時代をもた
らしたのである。その間，発生学をめざす若者は，
いろいろな胚を扱う比較形態学ではなく，モデル
生物を使った発生遺伝学を主に学ぶことになる。
しかし，この決別したはずの 2つの潮流が，ゲ
ノム時代の到来とともに，100年のブランクを乗
り越えて融和を始めたのである。発生遺伝子プロ
グラムの進化系統にそった解読が始まり，
EvoDevo という新たな学問分野が確立された。
比較ゲノムと遺伝子操作によって，生物の進化を
グローバルCOEプログラム紹介
植物園内のゲノム解析室でのゲノム科学実習風景
プログラム名称：生物の多様性と進化研究のための拠点形成－ゲノムから生態系まで－
拠点リーダー：理学研究科教授　阿形　清和
申請分野：生命科学　　研究分野：基礎生物学
申請部局：理学研究科，霊長類研究所，生態学研究センター，野生動物研究センター
今月号から，グローバルCOEプログラムの紹介をシリーズとして掲載します。
グローバル COEプログラムとは，我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し，国際的に
卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため，国際的に卓越した教育研究
拠点の形成を重点的に支援し，もって，国際競争力のある大学づくりを推進することを目的とする事
業です。
3111
京大広報 2010.2　No. 653
ゲノムの進化として実験的に証明する時代へと突
入した。比較形態発生学を理解した上で，モデル
生物で培われたゲノム科学を遂行できる研究者が
21世紀の生物学者となったのである。
このようなゲノム時代への突入によってもたら
される変化は，発生学に限ったことではなく，生
物学の全ての分野にみられる。特に，次世代シー
クエンサーの登場によって（昔は全世界の共同作
業として何年もかかっていたヒトのゲノム解読が
1研究室で短期間でできるようになった），加速
度的に生物学は新たな次元へと突き進もうとして
いる。生態系の変化もメタゲノムといって，水中
に棲んでいる生物のゲノムをまとめて読んでし
まって，生物集団の変化を定量化してしまうこと
が行われている。このような新しい学問潮流に対
応するためには，従来禁じられてきた階層横断的
な教育プログラムを <ゲノムをキーワード >に
再編成する必要がある。そこで，われわれのグロー
バル COEでは，「ゲノムからフィールドまで」を
キャッチコピーに，多様な生物が棲むフィールド
をベースにミクロレベルでの解析もできる新たな
教育プログラムを構築している。
代表的なカリキュラムとして，屋久島フィール
ドワーク・トレーニングコースとそれに続くゲノ
ム科学実習がある。25名ほどの大学院生をチャー
ターバスに押し込み，屋久島まで送り込んで，生
物多様性の現場でフィールドワークのノウハウを
教えるとともに，大学に帰ってきてからフィール
ドで採取してきたサンプルからDNAを精製して
シークエンスするトレーニングを徹底して行って
いる。京大が40年間にわたって観察し続けている
屋久ザルの行動と社会性（全ての個体が識別され
ている !!）について，キノコ食から考察するとい
うテーマを設定し，今までに屋久島で採取した
1,000近いキノコのDNA配列をデータベース化し
ている（約13%が毒キノコだった !!）。その一方で，
フィールドで集めたサル糞からDNAを精製して
キノコ由来のDNAを増幅・シークエンスし，ど
のサルがどのキノコを食べていたかを解析して，
屋久島のサルたちがどのようにして毒キノコを見
分け，どのようにして子ザルにその見分け方を伝
授しているのかを考察することにチャレンジして
いる。
また，動物学教室が55年間にわたり暗黒条件下
で継代飼育しているショウジョウバエ（すでに
1,400世代近く暗黒下でのみ継代されており，暗
黒ショウジョウバエと呼ばれている）の全ゲノム
配列決定を行い（遺伝研との共同研究），次世代
シークエンサーから出てきた生データからどのよ
うにして変異しているDNAを探し出すのか－さ
らに変異のみつかった遺伝子と暗黒に適応した形
質との対応をどのような実験を組み立てて解析す
るのか－といった最先端のゲノム演習プログラム
も大学院生達に提供している。このような階層横
断的なトレーニングを通して，新たな発想のサイ
エンス，刺激的なサイエンスを展開できる京大生
が育ってくれることを期待している。
さらに，若手の英語のトレーニングについて
も，エリザベスさんというミクロ系もマクロ系の
生物学も理解できる PhDの方を得たこと，生命
科学系キャリアパス形成ユニットのスタッフとの
連携が得られたことによって，かなり充実した新
規カリキュラムを立ち上げることができた。順調
に学生の国際化の推進に成功している。今年の屋
久島フィールドワーク・トレーニングコースでは
ドイツの海洋 COEグループとジョイントで行う
予定である。
本プログラムを開始して 3年目になって，やっ
と次世代シークエンサーの購入支援が京大から得
られた。いよいよ次世代シークエンサーを使った
ゲノム解析を開始するとともに，次世代シークエ
ンサーを使った演習も本格化する。今回の支援に
よって，残り 2年で多くの驚きを生むような成果
が得られるものと期待している。中間評価におい
て，総長指導による中央からの継続的な支援が求
められた。今後とも中央との連携を強めながら，
京大の看板分野のひとつである生物研究と教育を
推進していきたいと考えている。
（理学研究科教授　阿形　清和）屋久島フィールドワーク・トレーニングコース
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
